













平成 28 年 7 月 25 日、以下の内容でプレスリリースしましたのでご報告いたします。 
 
気象データと連動した熱中症リスク評価システムの開発 
― 幼児 60 分で熱中症リスク、真夏にアスファルトの歩行 ― 
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【今後の展開】 
 本技術により、より現実に即した環境下でのリスク評価が可能となります。一例として、一般財団
法人日本気象協会の気象予測を用いて、2016 年 7 月 26 日から 28 日までの 12：00～13:00 において
成人および幼児が屋外を散歩した場合の、体温上昇および発汗量予測値を表１に示します。 
 
表１. 2016 年 7 月 26 日～28 日までの成人および幼児の体温上昇、発汗量予測値(12:00～13:00) 
  7 月 26 日 7 月 27 日 7 月 28 日 
成人 体温上昇(温上 0.31 0.31 0.33
 総発汗量(g) 129 130 140
幼児 体温上昇(℃) 0.47 0.48 0.55
 総発汗量(g) 193 195 209
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